
最大震度７の地震、救援、復旧が急務

7 月 28 日 16 時 27 分、熊本県を中心に最大

震度7、マグニチュード7.1の大規模地震が発

生しました。熊本では、10年前の2016年4月

にも最大震度7、マグニチュード7.3の大きな

地震が起きており、復興が進められている中で

再びの被災となりました。

保団連は地震発生直後から、熊本協会はじめ

揺れの大きかった県の各保険医協会に連絡。協

会事務局と協会機能の無事を確認しました。

今後は、各県の会員医療機関の被害状況の把

握と、診療機能や経営の復旧、継続のための支

援が課題になります。

「災害対策本部会議」開く

保団連は「熊本地震災害対策本部」を立ち上

げ、8月5日、第１回会議を開きました。熊本

協会の橋本洋一郎会長をはじめ、秋月美和、本

庄弘次、松本武敏各副会長、関雅文事務局長に

ご出席いただき、被災状況を報告いただくとと

もに、当面の対応を協議しました。

保団連の竹田智雄会長は、「保団連として全

面的に支援していく」と強調。

熊本協会の橋本会長は、「早々に会議をもっ

ていただき感謝する」としたうえで、「10年前

の経験を踏まえて医療機能の被害は最小限だ

が、暑さが続く中で今後被災者の健康、とりわ

け循環器疾患が増えるのではないかと懸念さ

れる」と述べました。

また「氷川町や八代市では断水の影響で水の

確保の要望が大きい」（熊本・秋月副会長）、「支

援物資は届いているが被災者まで届いていな

いところがある」（同・本庄副会長）、「病院間の

連携は取れているが、地域によっては困難な状

況もある」（同・松本副会長）などの報告があり

ました。

医療機関の被害 県南部中心に全域で

熊本協会は、被災2日後からFAXを通じて被

災医療機関に状況聞き取りを行い、8月3日17

時現在で285件から返信が寄せられました。医

療機関の被害は半壊6件、一部損壊183件、自

宅の被害は 129 件と報告されました。「被害は

県南部が中心だが、県北、天草地域からも報告

があり、全域で被害がある」（関事務局長）との

ことです。

また熊本協会では8月4日、熊本市南区や八

代市などの被災医療機関7件を訪問し、被害の

状況を伺いました。
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震災の被害に遭われた方々にお見舞い申し上げます。

熊本市南区の歯科クリニック。診療は再開してい

ますが、発災直後は停電と断水。院長先生も転倒

し、負傷したとのことです。



断水、機器等の被害で診療に影響

本部会議では、被災医療機関の「全体的な傾

向と課題」として、関事務局長から以下のよう

に報告されました。

■インフラの課題…複数医療機関で断水が

続き、スタッフの生活や診療業務（トイレ、

消毒）などに大きな支障。

■医療機器・設備の被害…建物自体の倒壊は

免れても、内部の医療機器（レントゲン、

リハビリ機器等）やレセコンの転倒・故障

■耐震対策の効果…過去の地震を踏まえた

耐震対策や機器を固定していた医療機関

では、被害が最小限に抑えられ、早期の診

療再開につながっている事例がある。

■地域医療への影響…休診中の医療機関が

多く、診療を継続・再開している医療機関

に患者や問い合わせが集中。他科処方に柔

軟に対応している状況もある。

10万5千会員の力を災害地域に

救援募金に協力を

被災医療機関では機器や設備の損壊が多数

発生しており、診療再開・継続のためには資金

面での支援も課題です。

保団連では「令和 8 年熊本地震 救援募金」

への協力を呼び掛けています（『全国保険医新

聞』8月5・15日号）。8月1日、2日に開かれ

た保団連理事会と夏季セミナーでは約 20 万円

の募金が集まりました。

本部会議では、今後各協会・医会の協力を呼

び掛けることを決めました。

◆保団連HPに特設ページ開設

保団連では、ホームページなどで、被害状況、

厚労省の通知等を情報発信しています。

https://hodanren.doc-net.or.jp/r8_kumamoto/

SNSの活用、全国保険医新聞での報道を含め、

引き続き進めて行くことにしています。

                 □■

八代市の整

形外科医院。

断水が続い

ており、毎

朝、近隣の地

下水を分け

てもらって

います。


